
湯浅納税協会
会長 木本 佳孝

未来を担う青年部会
～強固な絆が支える地域貢献～



自己紹介

木本 佳孝
納税協会連合会青年部会連絡協議会 初代会長
第1回納税協会青年の集い和歌山大会（平成20年11月）を開催

2005納税協会フォーラム 出演（NHKホール） 第1回納税協会青年の集い 和歌山大会の様子

和歌山県青連協のメンバーが
紀州雑賀衆に扮して歓迎

勝浦産マグロの解体ショー



湯浅納税協会

管轄エリア：１市３町
有田市・湯浅町・広川町・有田川町

人口  ：約65,000人

エリア内稼働法人数 1,160社（76位/83協会）

法人会員数 424社（66位/83協会）

加入率 36.6％（5位/83協会）

青年部会 会員数 137名（1位/83協会）



青年部会が
湯浅納税協会のエンジン

〇租税教室やイベントなど青年部会が中心となって活動

〇世代交代のサイクル

青年部会役員 親会役員

●現在の親会役員の大半が青年部会役員経験者

この仕組みが
     「組織としての連携」を生む源泉

〇支部研修会の実施
 ●6支部体制で地域密着型の研修会を開催

●役員、代議員以外にも、税務署幹部クラスの方も
参加可能で、新入会員も気軽に足を運べるため
支部長・役員が知人に積極的に参加要請を実施



連携がもたらす地域貢献
青年部会と親会の連携による事業の取組

●親会の支援のもと、青年部会は活発に活動
●若手経営者が地域社会と深く関わる機会を創出

具体的事例：中学生の「税についての作文」
（有田納税貯蓄組合連合会と共同で取組）

●高い応募率

生徒数応募割合

●役割分担による青年部会と親会の連携

期限内収納率（件数）
令和6年度 湯浅 （1位/83協会）

御坊 （2位/83協会）



まとめ

●会員減少への危機意識を全体で対応

●青年部会会員数が増えることで
納税協会活動を活性化させる

●小学生への「租税教室」から、中学生の「税の作文」へ。
 子どもたちが税に触れる時間を、親会と青年部会が一体となって作り上げる。
 これこそが、私たちの地域貢献の連携です。



ご清聴ありがとうございました
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